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投稿論文等執筆要綱附則 

 

(1） 文字フォントはMS 明朝体を使い，論文タイトルは 16pt，見出しは，章について

は 12pt，節は 11pt，本文は 10.5pt を用いてください．ただし，タイトルは邦文の

論文の場合，邦文タイトルに続いて，英文タイトルも記述してください． 

(2） 邦文の論文の場合，日本語の執筆者名，および，ローマ字での執筆者名を 12ptで

記述して下さい． 

(3） 原著論文は，タイトル，執筆者名に続いて 400字以内の邦文要旨、および 250語

以内の英文の要旨をつけて下さい． 

(4） 文章の句読点は「，」と「．」を使ってください．また，特殊文字（メール等で文

字化けの可能性のある文字），たとえば①②等は用いないようにして下さい． 

(5） 漢字，ひらがな，カタカナ以外（アルファベット，数字，/等）は，半角で入力し

て下さい． 

(6） 数式の変数は可能な限りイタリックで表示してください．ただし，exp，log，lim

等と数字，大文字のギリシャ文字は立体を用いて下さい．また，  などの略

号はできるかぎり使わずに言葉で表現してください．数式番号は(1)，(2)・・・の

ようにカッコ付きの通し番号とし，数式の右側に配置して下さい． 

(7） 本文を章や節に分ける場合は，以下の例のような表記方法に従って下さい．(1)，

(2)・・・①，②・・・などは用いないようにお願いします． 

例：  1 はじめに 

         2 これまでの研究 

         2.1 理論 

         2.2 実証 

         2.2.1 日本 

         2.2.2 米国 

        ・・・ 

(8） 注は論文等の最後にまとめ，本文の挿入該当箇所に下記のように肩付の通し番号を

付けて下さい． 

         詳しくは注を参照 3． 

(9） 原著論文等の引用文献は下の例に倣って作成し，本文や注の後にまとめて下さい．

また記載の方法については以下の規則に従ってください． 

(a) 日本語文献，外国語文献の順． 

(b) 日本語文献は，姓の「あいうえお」順． 

(c) 外国語文献は，Family Name の「アルファベット」順． 
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(d) 同一著者の場合は「発表年」順，同一年に発表された論文が複数ある場合は，発

表年の後に a，b，c・・・を付けて区別してください．たとえば (1985a)，

(1985b)など． 

引用文献の書き方の例 

小林孝雄 (1991)，「株式の理論価格：現代ポートフォリオの視点」『証券アナリストジャ

ーナル』 29(5), 1-11. 

福田祐一，齊藤誠 (1997)，「フォワード・ディスカウント・パズル：展望」『現代ファイ

ナンス』 1, 5-18. 

米澤康博，丸淳子 (1984)，『日本の株式市場』東洋経済新報社． 

Modigliani, F., and E. Perotti (2000)，”Security Markets versus Bank Finance: Legal 

Enforcement and Investors’ Protection,” International Review of Finance 1(2), 81-96 

Shleifer, A. (2000), Inefficient Markets, Oxford University Press 

補足説明 

・ 第 29 巻第 5号は’29(5)’と表現し，巻がなく通号だけの雑誌の場合，たとえば第 1号

は’1’とだけ表現してください（書き方の例の小林論文と福田/齊藤論文がそれぞれに対

応）．英文についてもこれに準じてください． 

・ 巻号あるいは通号の表記がない雑誌で，季節(夏，Fall等), 月(１月, June 等)，日付等

が記載されている場合には，それを雑誌名の後に記してください．ただし，巻号，あ

るいは通号のある雑誌については不要です．雑誌以外の引用文献（たとえば新聞等）

もこれに準じてください． 

・ 巻号，通号，季節/日付等の記載のない引用文献については，必要と思われる情報を適

宜引用文献名の後に記して下さい． 

・ ディスカッション・ペーパー等を引用する場合もこれに準じて必要な情報を記して下

さい． 

・ 雑誌などを引用する場合には，書き方の例に倣ってページ数を最後に記して下さい．’

ページ’，’p.’，’pp.’ ’等の表記は不要です． 

・単行本については上記の例のように出版社を明示してください． 

(e) 本文中や注で引用する場合は，著者名(発表年)として下さい．例えば，小林 

(1991) ，Shleifer (2000) など．また共同論文を引用する場合は著者名の間に日

本語文献では『・』外国語文献では著者名の間を『and』を入れてください．た

とえば，米澤・丸(1984)，Modigliani and Perotti(2000)など．執筆者が三名以内

のときはすべての著者名を列挙し，三名を超える場合には適宜‘et al.’ あるいは

「・・・他」を用いて下さい． 

(10）  図表は見やすく整理し，必要最低限に絞るようにお願いします． 

(a) 図表は図と表に分けて通し番号を付け，次の例のようにそれぞれ表題を記して下

さい．表の縦罫線ははずして下さい．また本文中に挿入してください． 
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例： 

表 1 投稿論文の採用状況 

年 度   投稿論文数   採録論文数   採択率 

1993   15   9   60% 

1994  20  11  55% 

1995   25   12   48% 

(注）年度区分は当初の投稿時点による． 

 

(b) プリンターから打ち出された膨大な量のアウトプットをそのまま添付することは

避けてください． 

(c) 図は原則として本文中に挿入されたものを使用しますので，そのつもりで作成を

お願いいたします． 

(d) カラー印刷の図表はできるだけ避けてください．図表は白黒印刷でも識別しやす

いように作成してください． 

(11） 誤りを少なくするため，数式についてはできる限り簡潔な表現をお願いします． 

(a) 通常あまり使われない表現や複雑な表現は避けてください．例えば， ( )f x が複雑

なときは の代わりに を用いたり，添え字の添え字などは避けるよ

うお願いします． 

(12） なお，論文等の分量は特に規定を設けておりません．論文等の論旨展開上不可欠で

あれば無理に短くする必要はありません．ただし，編集委員会が冗長だと判断すれ

ば，カットをお願いすることもあります． 

(13） 投稿された論文等は採否を問わず返却しません． 

(14） 論文の電子データは以下のメールアドレスまで添付しておくってください. 

IMR@gsim.aoyama.ac.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

( )f xe exp{ ( )}f x


